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千葉県立中央博物館分館海の博物館（以下，海の博物

館）は，房総の海と自然をテーマにした自然誌博物館で，

房総半島周辺に生息する海洋生物の標本資料や映像資料

などを収集・整理・保管するとともに，それらの資料に

基づいた調査研究を行っている．さらに，房総半島の海

洋生物相の特徴を解明するため，中・長期計画に基づき

全国各地で定期的に海洋生物の資料を収集している

（2020 年 12 月 31 日現在合計 72,153 点）．これらの活動

を担っているのは自然誌系研究職員で，現在，5 名が専

門研究分野に応じて魚類誌（川瀬裕司：魚類生態学），無

脊椎動物誌（奥野淳兒：動物分類学（甲殻類）；柳　研

介：動物分類学（イソギンチャク類）；立川浩之：動物分

類学（イシサンゴ類）），藻類誌（菊地則雄：藻類学）の

３つのグループに分かれて，「房総半島周辺の海洋生物相

とその特徴」という共通テーマで資料の収集と調査研究

を行っている．菊地ほか (2011) では，海の博物館が開館

した 1999 年 3 月から 2010 年 12 月までの研究成果を紹

介したが，本稿ではその後の 10 年間，すなわち 2011 年

1 月から 2020 年 12 月までの研究成果を紹介する．メン

バーの在籍期間はこの期間中の在籍期間を示す．研究業

績は原著論文と図書・報告書等に分け，発表年・著者順

に並べた．なお，この特別号に掲載されている総説や論

文等はこの 10 年間の研究成果であり，必要に応じて本稿

で触れているが，発行年月が上記期間から外れるため業

績リストには揚げていない．一方，先の 10 年間の研究成

果を報告した特別号 ( 奥野ほか , 2011) に掲載された論文

等がリストに含まれているが，その内容については触れ

ていない．また，この研究テーマでは，房総半島以外の

水域で海の博物館の研究員が収集した資料に基づく研究

成果を房総半島の特性を解明するための比較材料と位置

づけている．従って，関連する全ての業績を収録した．

魚類誌

メンバー：川瀬裕司（2011 年 1 月～2020 年 12 月），乃一

哲久（2014 年 4 月～2016 年 3 月）．

概要：千葉県勝浦市を中心に，館山，富津，九十九里浜

など房総半島各地の沿岸域で魚類標本および映像資料

（写真・動画）の収集を行った．また，房総半島の魚類誌

の特徴を把握するため，静岡県清水（深海性魚類との比

較，2011，2012 年），静岡県下田（半島先端の外洋域と

の比較，2015 年），静岡県沼津（都市近郊の内湾性魚類

との比較，2019 年）で標本・資料の収集を行った．

収集資料：魚類標本 14,883 点，写真資料 12,215 点，動画

資料 1,577 点（2020 年 12 月 31 日現在，写真・動画資料

は魚類以外も含む）．

主な研究成果：

1) 南房総市千倉町で地元住民により 2010 年に発見・採

集され，当館に資料登録（CMNH-ZF 17418）されたオオ

ウナギ Anguilla marmorata Quoy and Gaimard, 1824 の形態

的特徴と生息環境について調査した．その結果，本個体

は全長 1,120 mm，体重 5,057 g の雌であった（図 1）．本

種は熱帯域を中心に分布して，千葉県館山市佐野川周辺

が北限地とされていた．しかし，1980 年代以降は同所か

ら本種の記録が途絶えており，本個体は千葉県から 36 年

ぶりの記録となった．また，本個体が発見された場所は，

佐野川周辺の生息地とは陸水で接続しておらず，新たな

生息地が確認された ( 川瀬 , 2013a)．
このオオウナギの標本は，当館収蔵直後の 2010 年 12

月 16 日～2011 年 1 月 10 日にトピック展示として展示室
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ロビーで一般公開し，2013 年 2 月 16 日～5 月 6 日にはマ

リンサイエンスギャラリー「深い海に暮らす生きものた

ち」で研究成果に基づく詳細な解説とともに展示した ( 川
瀬 , 2013b)．
2) 海水温上昇による魚類相の長期的変化を明らかにする

ため，千葉県館山市坂田で潜水目視観察と写真撮影によ

る定期的な魚類のモニタリングと，水温データロガーに

よる水温記録を継続している．このモニタリングは全国

の魚類研究者と連携して，広島，高知，福岡，長崎，熊

本，鹿児島の各地でも同じプロトコルで並行して実施し

ている ( 須之部ほか , 2014)．これらの魚類の目視観察記

録は，国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）
が構築して国際海洋環境情報センター（GODAC）が運

用している海洋生物多様性情報データベース Biological 
Information System for Marine Life（BISMaL）にデータセッ

ト（Project for Reef Fish Monitoring (PRFM) (2016). Reef 
fish observation data in southern Japan. Accessed via http://
www.godac.jamstec.go.jp/bismal/e/PRFM_ObsData）として

登録され，一般公開されている．
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Torquigener albomaculosus (Pisces: Tetraodontidae). Bull. Mar. Sci. 
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図書・報告書等：

川瀬裕司 . 2013b. チーバくんと学ぶ 深い海に暮らす生きものたち . 
千葉県立中央博物館分館海の博物館平成 24 年度マリンサイエン
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の博物館 , 勝浦 .
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つくった求愛・繁殖の舞台だった . ニュートン 33 (11): 96–101.
森田利仁・加藤久佳・乃一哲久・新　和宏・久野一郎・宮下聡史・

山村恭子 . 2013. 岩手県の博物館資料救済現場を訪ねて . 千葉の

博物館 (131): 2–3.
乃一哲久・木村基文・藤田　二・木下　泉 . 2014. ニシン目 . 所収 

沖山宗雄 ( 編 ), 日本産稚魚図鑑第二版 , pp.91–115. 東海大学出版

会 , 東京 .
乃一哲久 . 2014. イシナギ科 . 所収 沖山宗雄 ( 編 ), 日本産稚魚図鑑

第二版 , pp.666–669. 東海大学出版会 , 東京 .
川瀬裕司・水内　良・進　寛史・北嶋友喜・細田　耕・清水正宏・

岩井大輔・近藤　滋 . 2017. アマミホシゾラフグがつくる「ミス

テリーサークル」の謎を解く . 計測自動制御学会 システム・情報

部門学術講演会 2017 講演論文集 , ROMBUNNO.GS03-5.
川瀬裕司 . 2018a. 日本魚類学会 50 周年記念特集 . 電子情報委員会

の誕生と黎明期の活動 . 魚類学雑誌 65: 128–132.
川瀬裕司 . 2018b. 房総の海の幸 . 千葉県立中央博物館分館海の博物

館平成 29 年度マリンサイエンスギャラリー展示解説書 . 14 pp. 千
葉中央博分館海の博物館 , 勝浦 .

川瀬裕司 . 2018c. 保護行動 . 日本魚類学会 ( 編 ), 魚類学の百科事

典 , pp. 286–287. 丸善出版株式会社 , 東京 .
川瀬裕司 . 2019. 魚がつくる模様と形 . 千葉県立中央博物館分館海

の博物館令和元年度収蔵資料展展示解説書 . 4 pp. 千葉中央博分

館海の博物館 , 勝浦 .

無脊椎動物誌

メンバー：立川浩之（2014 年 4 月～2020 年 12 月），奧野

淳兒（2011 年 1 月～2020 年 12 月），柳 研介（2012 年 4
月～2020 年 12 月），村田明久（2011 年 1 月～2013 年 3
月，2016 年 4 月～2020 年 3 月）．

概要：房総半島の海産無脊椎動物相を解明する目的で，

千葉県勝浦市を中心に県内各地で標本を収集した．無脊

椎動物には門レベルで様々な分類群が含まれるため，職

員の専門外のグループの標本も収集すること，ならびに

図 1.　南房総市千倉町で捕獲されたオオウナギ Anguilla marmorata（川瀬裕司撮影）．
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定点で標本収集を継続することで時系列的な動物相の変

遷を掌握することを目的とした，潮間帯における徒手に

よる「無脊椎動物班一斉調査」を勝浦市吉尾，館山市沖

ノ島，富津市富津岬で行った．スクーバ潜水による収集

は，鋸南町勝山地先等で行われた．また，本プロジェク

トで収集した標本は，お茶の水女子大学湾岸生物教育セ

ンターによる館山市沖ノ島における野外実習や，館山市

香谷地先におけるドレッジ等によって採集された標本に

よって補完されている．海産無脊椎動物の識別形質が生

時の色彩である場合が多いこと，および展示や普及刊行

物で資料研究事業を一般に還元する必要性が高いことな

どから，採集個体は固定前にできるだけカラー撮影する

ことに努めた．さらに，遺伝学的解析に供するため，資

料の一部を 99% エタノールで保管した．

収集資料：刺胞動物標本 9,755 点，甲殻類標本 2,834 点，

軟体動物標本 15,729 点，棘皮動物標本 1,759 点，その他

の分類群標本 3,097 点の計 33,174 点を登録・保管した

（2020 年 12 月 31 日現在）．

主な研究成果：

学術論文等で公表された研究成果は次のとおりである．

1) 本研究プロジェクトで採集された千葉県産の標本に基づ

き，以下の海産無脊椎動物が新種として記載された (Izumi 
et al., 2020; Saito et al., 2017): 刺胞動物門のキノコギンチャ

ク Anemonactis tohrui Izumi, Yanagi and Fujita, 2020; 甲殻亜

門十脚目のシノノメスベスベオトヒメエビ Odontozona arbur 
Saito, Okuno and Anker, 2017．
2) 刺胞動物門のドフラインイソギンチャク Exocoelactis 
actinostoloides (Wassilieff, 1908)（図 2），甲殻亜門十脚目

のムギワラエビ Chirostylus dolichopus Ortmann, 1892 は，

それぞれ明治時代に東京湾外湾で採集された標本に基づ

き，新種として記載された．本研究プロジェクトにおい

て両種のタイプ産地からの再発見が報告され (Yanagi et 
al., 2015; Okuno and Osawa, 2016)，報道等でも取り上げら

れた．

3) 本研究プロジェクトで採集された千葉県産の標本に基

づき，以下の海産無脊椎動物が本県に分布していること

が報告された : 扁形動物門渦虫綱のアミダホソヒラムシ 
Prosthiostomum komaii Kato, 1944 ( 奧野 , 2015a), クロスジ

ニセツノヒラムシ Pseudobiceros gratus (Kato, 1937), イズノ

ニセツノヒラムシ P. izuensis (Kato, 1944), クロニセツノヒ

ラムシ P. luteomarginatus (Yeri and Kaburaki, 1918) ( 図 3) 
( 以上 , 奧野 , 2014a), チハヤニセツノヒラムシ Pseudoceros 
imperatus Newman and Cannon, 1994 ( 奧野・成瀬 , 2013); 
シシイロニセツノヒラムシ P. memoralis Kato, 1938 ( 奧野

ほか , 2012), ニッポンニセツノヒラムシ P. nipponicus Kato, 
1944 ( 奧野 , 2015a); 甲殻亜門十脚目のヤイバカクレエビ 
Michaelimenes perlucidus (Bruce, 1969) (Okuno, 2017a), ゴシ

キエビ Panulirus versicolor (Latreille, 1804) ( 奧野・瀬戸熊 , 
2020), コブセミエビ Scyllarides haani (De Haan, 1841) ( 奧
野 , 2018), オキナワアカシマホンヤドカリ Boninpagurus 
pilosipes (Stimpson, 1858) (Komai et al., 2011); ヨツバネジレ

カニダマシ Lissoporcellana quadrilobata (Miers, 1884) ( 奧
野 , 2017); 原索動物門のエダワカレボヤ Ritterella tokioka 
Kott, 1992; ドロツブボヤ Didemnum dorotubu Tokioka, 1963; 
パンダツツボヤ Clavelina viola Tokioka and Nishikawa, 
1976; オニベニボヤ Herdomania japonica (Hartmeyer, 1909) 
( 以上 , 西川ほか , 2018)．
原著論文（標準和名を新たに提唱した図書を含む）：
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Paguridae). Zootaxa 3096: 41–52.

Marin, I., J. Okuno and T.-Y. Chan. 2011. On the "Hippolyte commensalis 
Kemp, 1925" species complex (Decapoda, Caridea, Hippolytidae), 
with the designation of a new genus and two new species of the Indo-
West Pacific. Zootaxa 2768: 32–54.
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報告特別号 (9): 97–102.
奥野淳兒 , 2011. 千葉県勝浦市鵜原理想郷の陸棲等脚類 ( 甲殻亜門 : 

フクロエビ上目 : 等脚目 ). 千葉中央博自然誌研究報告特別号 (9): 
89–95.

Okuno, J. and Y. Fujita. 2011. Record of a pontoniine shrimp, Cuapetes 
lacertae (Bruce, 1992) (Crustacea: Decapoda: Palaeminidae) from the 

図 2.　鋸南町浮島沖で採集されたドフラインイソギンチャク
Exocoelactis actinostoloides（柳　研介撮影）．

図 3.　館山市地先で採集されたクロニセツノヒラムシ Pseudobiceros 
luteomarginatus（奧野淳兒撮影）．
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Ryukyu Islands, Japan, with notes on its branchial formula and 
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概要：1999 年～2010 年に引き続き，分館海の博物館のあ

る千葉県勝浦市を中心に，その他重点地域として千葉県

南部の館山周辺，北部の銚子周辺，および東京湾奥の浦

安市沿岸において，海藻および海産種子植物の標本収集

を行った．そして，（公財）海洋生物環境研究所の馬場将

輔博士らと共同で，勝浦市に生育する紅藻無節サンゴモ

類の種について明らかにし，その結果も含めて，勝浦市

の海産植物相について標本リストを改訂した．また，海

外も含めた共同研究者とともに，特に紅藻アマノリ類や

エリスロペルティス目藻類についての分類学的研究等を

進め，属の変更等に関する成果を公表した．また中央博

物館共同研究員の鈴木稔博士とともに，房総半島に産す

る紅藻ソゾ類の含ハロゲン化合物に関する研究も行った．

これらの結果等を基に，一般向け冊子「海の生きもの観

察ノート 2 海藻を観察しよう」の改訂版を刊行し，企画

展示「平成 25 年度マリンサイエンスギャラリー　海藻い

ろいろ－千葉県の豊かな海から－」を企画・実施した．

収集資料：県外や海外産も含み，藻類 8,101 点および海

産種子植物 73 点の標本を収集，登録し，保管している

（2020 年 12 月 31 日現在）．うち千葉県産は藻類 5,977 点，

海産種子植物 61 点である．

主な研究成果：

1) 勝浦市の藻類・海産種子植物相として，藻類 282 種 1
品種（うち海藻 280 種 1 品種，大型淡水藻類 1 種，陸生

藻類 1 種），海産種子植物 3 種の生育を明らかにした．

2) 千葉県初記録として，新たに海藻 3 種の生育を明らか

にした．

3) 他機関研究者と共同で，紅藻ウシケノリ科の属の再編

についての論文を発表し，また，それらに伴うアマノリ

類数種の属の変更を行った．

4) 他機関研究者と共同で，紅藻エリスロペルティス目の

属変更についての研究，紅藻アマノリ類の形態・分布・

分類等に関する研究，紅藻アサクサノリの多様性に関す

る研究，房総半島産紅藻ソゾ属海藻 3 種が産する含ハロ

ゲン化合物に関する研究，勝浦市における紅藻無節サン

ゴモ相に関する研究等の成果を公表した．
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Research staff of the Coastal Branch of Natural History 
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entitled “Natural History of Marine Organisms of the 
Boso Peninsula” to determine the characteristics of 
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